いわ て 未来 づく り 機 構 平成 2 2 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


次 
1 開会 (15:00~15:05) 
2 講演 (15:05~16:05) 


〇 演題 「 地域 再生 と アグ リ ビ ジ ネ ス 」 


日 時 : 平成 2 年 11 月 26 日 ( 金 ) 15: 00~ 
会 場 : 岩手 銀行 大 会 議 室 ( 9 階 ) 


第 


〇 野村 アグ リプ ラン ニン グ & ア ド バイ ザ リ ー 幌 
取締 役 社 長 西 澤 隆 様 






































3 ディ スカ ッ シ ョ ン (16:10< て 16:45) 
講師 を 交え て 地域 活性 化 な ど に つい て 意見 交換 
4 機構 の 今後 の 方 向 性 な ど に つい て 意見 交換 (16: 45~17: 25) 
5 その 他 (17:25~< て 17:30) 
6 閉会 
【 出席 者 名 簿 】 
氏 名 所 属 
永 野 勝 美 |( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 
藤井 克 己 岩手 大 学 学長 
達 増 拓 也 | 岩手 県 知事 
甘 竹 秀 雄 前 大 船渡 商工 会 議 所 会 頭 、( 株 ) アマ タケ 相談 役 
谷 村 邦 久 盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 、 み ちの く コ カ ・ コーラ ボトリング 幌 社長 
中 村 慶久 岩手 県 立 大 学 学長 
添付 資料 一 覧 
資料 1 講演 レジ ュ メ 
資料 2 いわ て 未来 づく り 機 構 の 今後 の 方 向 作 に つい て ( 案 ) 


いわ て 未来 づく り 機 構 の 今後 の 方 向 性 に つい て ( 案 ) 


(H22.11.26 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 資料 ) 
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状 


課 題 


今 後 の 方 向 性 





1 





機構 全般 ( 主 な 活動 と 成果 ) 
ラウ ンド テー ブル 開催 : 年 3 回 程度 
いわ て 農 商 エフ ァ ン ド の 組成 (H 20) 
買う な ら 岩手 の も の 運動 の 推進 (H 20~) 
「 が ん ば ろう 「! 岩手 」 緊 急 ア ピー ル (H 20) 


岩手 大 学 フ ェ ア の 共催 (H 21~) 


OOOO 


作業 部 会 ( 主 な 活動 と 成果 ) 
⑪) 第 1 作業 部 会 べ 1 次 産品 の 高 機能 化 > 
① 県 内 の 大 規模 な 耕作 放棄 地 の 情 報 収 集 


② 「 意 欲 的 な 生産 者 の 固まり 」 づ くり と 加工 業務 用 野菜 供給 の モデ ル づ くり 支援 


(2) 第 2 作業 部 会 べ 産業 基盤 の 集積 と 強化 


① コー ディ ネー ト 研究 会 と の 連携 に よる 各種 産業 支援 施策 の 一 元 的 な 提供 (HP 


掲載 ) 
② 工場 見 学会 や 地元 企業 就職 セミ ナー の 開催 
(3) 第 3 作業 部 会 < 岩手 ブラ ンド の 国内 外 展開 シ 
① 岩手 ブラ ンド 戦略 の 検討 
② 岩手 ブラ ンド 情報 の マネ ジメント 戦略 の 検討 
(4) 第 4 作業 部 会 < 地域 力 を 支え る 人 材 育 成 
① 人 材 育成 プロ グラ ム 調 査 の 実施 (466 機関 ) 
② 人 材 育成 デー タベース の 作成 
($) 第 5 作業 部 会 < 医療 と 福祉 体制 の 整備 充実 > 


① 県 民 み ん な で 支え る 岩手 の 地域 医療 推進 会 議 へ の 参加 


② 医療 ・ 福 祉 の 連携 体制 の 検討 


* 第 1 一 第 3 作業 部 会 は 平成 20 年 度 か ら 3 年 、 第 4 一 第 5 作業 部 会 は 同 5 年 で 


取り まとめ る 予定 と な っ て いる 。 


1) 事務 局 会 議 (15 人 程度 ) 


ラウ ンド テー ブル メン バー 組織 関係 者 や 作業 部 会 の 座長 な ど を 構成 員 と し 、 機 


構 の 運営 等 に つい て 協議 し て いる (概ね 月 1 回 開催 )。 
②) 事務 局 
場所 : 盛岡 駅 西 ロ アイ ー ナ に 駐在 
体制 : 専 担 の 県 職員 1 名 
臨時 職員 1 名 


農業 版 | S O で ある GAP に 関す る セミ ナー の 開催 (H 21) 
産学 官 連 携 拠点 事業 ・ 産 学 官 連携 拠点 の 採択 ( H 21) 


地域 力 を 支え る 人材 育 成 シ ン ポ ジウ ム の 開催 ( H 21) 
⑨「 地域 科学 技術 振興 ・ 産学 官 連 携 」 に つい て 国 に 提言 ( H 22) 


(1) 


(1) 


(2) 


(1) 


(2) 


(3) 





グロ ー バ ル 化 が 急速 に 進展 し 、 ま た 、 行政 ニー 
ズ も 高度 化 ・ 多 様 化 する 中 に あっ て 、 ラ ウン ド テ 
ー ブ ル の フリ ー ト ー キ ング に より 課題 解決 の 方 
向 性 を 見 出す と いう 当初 想定 し た 運営 が 困難 に 
な っ て き て いる 。 


設立 3 年 目 を 迎え て 、 未 だ に 機構 の 組織 や 活動 
が 十分 な 実体 を 持ち えて いな い 。 


部 会 の 検討 結果 が 、 ど の 様 な プロ セス で 実現 さ 
れる か 担保 され て いな い 。 


作業 部 会 へ の 参加 が 、 ボ ラン ティ ア 的 で あり 、 
また 、 所 属 組織 等 と の 関係 も あい まい で ある 。 


企画 調整 機能 と 事務 局 機能 の 関係 : 位置 付け が 
不明 確 で ある 。 


機構 が 県 民生 活 全 般 を 活動 対象 と し て いる の 
に 対し 、 事 務 局 の 組織 体制 が 脆弱 で ある 。 


独自 の 予算 を 有 し て お ら ず 、 機 動 的 な 活動 が で 
き な い 。 





〇 機構 が 当初 目指 し た ラウ ンド テー ブル と 作業 
部 会 の 間 の 意見 交換 等 の 連携 が 必ず し も 十分 で 
な か っ た こと か ら 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル と 作業 部 会 
を つなぐ 企画 ・ 調 整 機能 の 強化 を 図る 必要 が あ 
る 。 


(1) 機構 は 、 各 関係 機関 や 団体 の プラ ッ ト フォ ー ム 
と し て の 役割 を 果たし て いく 必要 が ある 。 こ の 
た め の 具 体 的 な 取組 と し て 、 新 た に 「 企画 委員 
会 」 を 設置 し て 、 機 構 の 活動 の 方 向 性 や 内容 の 
企画 ・ 調整 を 担わ むせ る 。 


(2) ラウ ンド テー ブル は 、 開 催 方 法 を 見 直し 、 こ れ 
まで の フリ ー ト 一 キン グ に 加え 、 企 画 委員 会 か ら 
新規 事業 や 検討 結果 な どの 提案 を 受け 、 方 向 性 を 
決定 する 。 


(3) 平成 23 年 度 以降 の 作業 部 会 の あり 方 は 、 現 在 
の 作業 の 進捗 状況 な ど を 見 な が ら 、 年度内 に 方 
向 性 を 出す 。 


【 イメ ー ジ 図 】 


こ ラ ウン ド ネ ー ブ ル つ 


RE EL 










EE: 企画 委員 会 :::: ーー 






【 想定 され る 企画 委員 会 の メン バー】 
大 学 の 副 学 長 、 県 の 部 長 、 作 業 部 会 の 座長 な ど 。 











平成 22 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 概要 











H 22.11..26( 金 ) 


3 ディ スカ ッ シ ョ ン 


岩渕 それ で は デス カッ ショ ン に 移り た いと 思い ます 。 甘 竹 さ ん が 御 欠 席 で 
す 。 先 ほど の 西澤 さん の 講演 を 参考 に し て いた だ き 、 機 構 の 進む べき 方 
向 性 な ど に つい て も 御 意 見 を いた だ けれ ば と 思い ます 。 


藤井 農 商 工 連 携 と 言わ れ て 久しい が 、 農 地 の 高 度 利 用 の 話 も あっ た が 、 用 
水路 も あり 、 高 度 化 、 集 積 化 が 難し い の で は な いか 。 


西澤 先駆 的 な 事例 は な い が 、 無 理 に で は な い が 、 耕 作 放 棄 地 の 間 に 農 地 が 
挟ま っ て いる と 話 が 全然 違っ て くる 。 も う 一 つ 市 町 村 提携 し な が ら 高度 
化す る と いう こと を 打ち 出し て いく べき 、 市 町 村 と し て の 方 向 性 を 打ち 
出す べき 。 キ ャ ッシュ フロ ー が 、 所 得 が 生み 出さ れる 仕組 み づ く り を し 
た 上 で 、 話 を すべ き 。 た だ 農地 を 貸し て くだ さい と いっ て も NO と 言わ 
れる 。 

商店 街 活 性 化 で 有名 に な っ た 高松 市 丸亀 町 で は 、 全 て の アー ケー ド 街 
の 経営 者 に 頭 を 下げ て 経営 権 を 放棄 し て も らい 、 高 松 市 丸亀 町 商店 街 組 
合 会 社 と し て 経営 し て いる 。 そ の 代わ り 30 年 の ロー ン を 組ん で 金利 を 払 
う 、 家 主として リタ ー ン を 払う っ て 借り る 。 そ うす れ ば 機動 的 に 動か せ 
る 。 靴 屋 が 3 店 並ん で いて も 成立 た た な い の で 、 業 態 転換 し て も ら う 。 

全体 と し て リタ ー ン が 上 が る と いう 絵 を 見 せる べき 。 


永野 岩手 県 で は 中 山間 地域 の 農業 は 、 戸 別 保証 せ ざ る を 得 な い 。 平地 は 、 
先生 の 言わ れる よう に 集合 体 を 作っ て や る 。 市 町 村 や 組合 が 大 切 。J A 
が や っ た が 、3 5 % の 手数 料 を 取っ た の で 、 す ぐ 行き 詰っ た 。J A や 役 
場 の 関与 が 難し い 。 し か し 、 そ れ を 突破 し な いと 。 
TPP の 問題 が ある が 、 や ら ざ る を 得 な く な る 。 農業 は 、 急 いで 新 し 
い 産 業 形態 に 脱皮 すべ き 。T P P に つい て 所 見 は な いか 。 


西澤 エコ ノミ スト と し て の 立場 か ら は 、T PP が いい か どう か は 別 と し て 、 
オー プン に し て いか ざる を 得 な い 。 外 の 需要 だ け く だ さい 、 中 に は 入ら 
な いで く だ さい と いう の は 無理 。T P P と 言っ て も アメ リカ も 守る と こ 


ろ は 守っ て いる 。 全 て ゼロ に し て いる わけ で は な い 。 戦 略 的 な 部 分 は 、 
国 と し て どう 考え る か が ポイ ント 。 い ずれ に せよ 、6 次 産業 化 、 農 商工 連 
携 の 付加 価値 の 高い 分 野 で 戦っ て いか ざる を 得 な い 。 農業 の 6 次 産業 化 
は 、 も の すご く < 潜在 力 の ある 部 分 、 場 合 に よっ て は 輸出 で 勝負 する 。 規 
模 で 勝負 する か 、 安 定 し た 形 で 勝負 する か 、 技 術 力 で 勝負 する か は ある 
が 、T P P の 流れ は し ょ う が な い 。 自動 車 で 戦う の は 限界 。 TP P で は 、 
逆 に 輸出 で きる 。 何故 輸入 ば か り 考 える の か 。 

J A の 問題 と か ある が 、 リ ターン が 上 が る の な ら 誰 だ っ て 構わ な い 。 
TPP は 、 黒 船 と し て 、 き っ か け と し て 考え る べき 。 


永野 米 だ け で 見 れ ば 、 長 粒 種 、 短 粒 種 が ある 。 長 粒 種 は 8C9% の シェ ア 、 短 
粒 種 は 2C92%6 の シェ ア 。 中 国 は 喜ん で 買う 。 現 在 の 関税 は 777% と 言わ れ 
て いる が 、 現 在 の 価格 で 3000 円 位 の 差し か な く 、 太 妃 打ち で きる 。 日 本 
の 農業 は 、 攻 め る こと を 考え る べき 。 


岩渕 第 2 作業 部 会 で 支援 策 を 検討 し て いる が 、 基 本 的 に 経営 者 の 姿勢 が 変 
わら ない 。 農業 生産 者 も 工場 経営 者 も 意識 改革 を どう する か 。 そ こ を 変 
えれ ば 地域 は 変わ る 。 


谷村 これ まで 私 は 、 清 涼 飲 料 水 の 会 社 で 農業 と の か か わり は あま りな か っ 
た 。 農業 と の 関係 も あま り 考え た こと は な か っ た 。 農業 者 に 、 ど の 様 な 
アプ ロー チ を し て 農 商 工 連 携 で きる か 。 ま だ 分 か ら な い 。 北 東北 3 県 で 
工場 は 3 つ あ り 、 営 業 所 を 建て る と き に 農地 を 商業 施設 に 転用 し た こと 
は あっ た 。 

都会 の 人 が 、 マ イ 農家 と か や っ て いる が 、 農 家 で な いと 農業 は で き な 
い 。 転職 は で き な い 。 商 工業 者 が どん な 手伝い が で きる か 、 こ れ か ら 考 
えた い 。 


永野 決し て 岩手 の 農家 が 眠っ て いる わけ で は な い 。 知事 の 肝 い り で 作っ た 
いわ て 農 商工 連携 ファ ンド が あり 、 岩 手 銀行 も 10 億 円 出し た 。 総 額 2 
億 1 千 万 円 で 、 利 用 が 10 億 円 。 岩 手 産業 振興 セン ター が 中 心 に な っ て 農 
業 生 産 法人 な ど に 貸し て いる 。 ど ん どん 増え そう 。 増 える 土壌 と し て 、 
平成 21 年 度 の 農林 水産 物 の 直売 施設 の 実態 調査 で は 、 県 内 に 有人 が 2 5 
7 施設 あり 、 平成 20 年度 の 売上 は 103 億 6400 万 円 に の ぼっ て いる 。 2 年 
連続 100 億 円 を 超え て いる 。 こ の うち 1 億 円 以上 が 28 施設 ある 。 こ の よ 
う に 自分 達 が 加工 し た も の が 売れ て いく と う 実態 を 見 な が ら 、 農 業 生産 


法人 へ の 移行 は 急速 に 進ん で いく 。 農地 法 の 50 年 の 改正 と か 借地 法 の 改 
正 と か 、 利 用 し な が ら 、 行政 が 取り 組め ば 、 農業 の 固まり は 、 ま だ まだ 
で きる 。 そ ん な に 悲観 し た も の で は な い 。 


藤井 他 業 種 か ら 農 業 へ の 参入 の 難し さ は ある 。 農業 サ イド から は 産直 に 止 
まっ て いて 、 農 商工 連携 に つい て は 、 な か な か 6 次 産業 化 に 踏み 出せ な 
い 。 農 商 エ ファ ンド の よう な も の は 必要 。 も う 一 段 高 い 道筋 を つけ る こ 
と が 必要 。 お ば あちゃ ん が 自分 の 口座 を 持て る 。 年 金 を 上 回 る 小遣い に 
な る 。 し か し 、 加 工 す る レベ ル ま で は 育た な い 。 


永野 産直 の 連携 も ある 。 


岩渕 アグリ フロ ンティア を 岩手 大 学 で や っ て いて 経営 志望 者 が 50 人 か ら 
100 人 規模 で 学ん で お り 、 戦 力 に な る 。 農業 高校 座 が 、 農 業 に 入ら な い 。 
産業 人 材 だ と 黒 工 に 専攻 科 を つく っ て いる 。 


藤井 新規 就農 者 で は 、 若 年 者 は 少な く 、| ター ン が 多い 。 


中 村 西澤 先生 の 前 半 部 分 は 、 特 に 同感 で ある 。 工 業 は 、 こ れ か ら 苦 し い 。 
デバ イス な ど は 、 海 外 に 取ら れ て いる 。 ア グリ は 、 重 要 な テー マ 。 県 立 
大 学 に は 、 ソ フト ウエ ア の 学部 が ある の で 、 そ の 知恵 を 農業 、 山 間 地 、 
生活 を 支え る も の に 使え る か 。 農業 部 門 が な い の で 、 岩 手 大 学 と 相談 す 
る 場 を 学内 に つく り た い 。 


知事 レジ ュ メ の 14 ペ ー ジ に ある が 、 農 業 そ の も の へ の 参入 は 得策 で は な い 。 
日 本 の 農業 生産 の 現場 は 、 芸 術 的 な も の を 作っ て お り 、 そ れ に 素人 が 打 
ち 勝 と うと いう の は 、 大 それ た こ と 。 苦労 の 割 に は 実入り が 少な い の で 、 
担い 手 が 育 た な い 。 生産 者 の 所 得 に 繋が り 、 周 辺 に 雇用 が 増え て いく よ 
う な 形 で 、 企 業 の ノウ ハウ を 持っ た 人 が 参画 し て いく と いい 。 売 り 方 、 
作る タイ ミン グ な ど は 改良 の 余地 が ある 。 水 産業 で は 、 牡 凡 や 赤 皿 具 の 
煙 製 な ど が オリ ー ブ オ イル 漬け で 商品 化 さ れ て いる 。 まさに 6 次 産業 化 
で ある 。 


中 村 岩手 は 広い 。 リ ー ダ ー の いる と ころ は 、 産直 も 含め 、 所 得 を 上 げ て い 
る 。 そ れ が 広がっ て いな い の は 、 人材 の 問題 。 人 材 を どれ だ け 作 り 上 げ 
て いけ る か 。 大 学 の 永遠 の テー マ 。 若 い 人 、 中 核 に な る 人 が 必要 。 山間 


地 ま で 含め て 、 そ の 土地 で 頑張 る 人 が も っ と ほし い 。 教 育 の 責任 。 


岩渕 人 材 育成 は 、 第 4 作業 部 会 で や っ て いる し 、5 大 学 連 携 の 中 で も や っ て 
いる 。 最 後に コメ ント を 。 


西澤 人 と 資源 が 重要 で ある 。 中 村 先 生 の 話し た | T と 農業 の 関係 で ある が 、 
九州 の 業者 が 、 富士 通 が シス テム 開発 し て 、 種まき を し て 集中 管理 し て 、 
ノウ ハウ を 蓄積 し て いる 。 全く 違う 人材 に 機会 と し て 示し て いく の が こ 
う いう 場 か も し れ な い 。 収益 性 に 対す る 農家 の 考え 方 が 変わ れ ば 、 若 い 
人 も 戻る か も し れ な い 。 農家 も 違う やり 方 で や れ ば 儲かる と 思う か も し 
れ な い 。 い ま の 内 容 を 広く 知ら し め る 。 公開 し て いく 、 機 会 を つく っ て 
いく の が 一 番 の 近道 で は な いか 。 も う 少 し 深め る 機会 が あれ ば 、 ま た 盛 
岡 に 来る 。 


4 機構 の 今後 の 方 向 性 な ど に つい て 意見 交換 


岩手 大 学 小野 寺 純 治 教授 より 資料 の 説明 その 後 意見 交換 


永野 私 は 第 1 作業 部 会 を 担当 し て いる が 、 あ る 種 の 結論 を 出し て 、10 月 27 
日 に 農政 関係 者 な ど 200 人 集め て 、 西 澤 先 生 の お 話し た 岩手 県 版 を 説明 し 
た 。 私 は 、 完 結 し た も の と 思っ て いる 、 今 後 、 ど う 成 長 さ せ て いく か 、 も 
っ と 農家 の 方 に モチ ベー ショ ン を 上 げ て いた だ き 、 各 市 町 村 の 農政 担当 者 
と も 協力 し ながら 実 を 上 げ て いき た い 。 

そもそも 未来 づく り 機 構 は 、 県 民 所 得 が あま り に も 低い 。 特 に 農家 が 低 
い の で 、 こ れ を 上げれ ば 県 民 所 得 は 上 が る 。 そ うい っ た 意味 で 、 農 林 水 産 
大 臣 も 大 規模 農家 の 育成 に 予算 を 注ぎ 込む と 言っ て いる し 、TPP の 問題 も 
ある の で 、 こ れ か ら 農業 に 対す る 様々 な 施策 の 展開 が 予想 され る 。 そ れ に 
対し て 、 我 々 は 一 歩 先 を 進ん で いる と いう 自負 を 持っ て いる 。 ご ちゃ ご ち 
ゃ と や っ て し まう と 、 当 初 の 考え 方 が 崩れ か ね な い 。 

お 金 も 29 億 1 千 万 円 出し て 、 固 まり に 対す る 補助 も や っ て いる 。 実践 活 
動 も 入っ て いる 。 自賛 めい て 恐縮 だ が 。 


岩渕 事務 局 で 議論 し た 中 で 、 お 金 の 問題 が あっ た 。 第 2 作業 部 会 で は 、 各 セ 


クタ ー の 支援 策 を 集め 、 大 体 網羅 し て いる こと が 分 か っ た が 、 一 括 し て ま 
と め る と き HP の 製作 費 を 誰が 出す の か 議論 に な っ て いる 。 そ の 予算 が な 
い 。 


中 村 RT は 、 何 を すれ ば いい の か 明確 で な い 。 何 の た め に 、 ど こ に 向かっ て 。 
そこ が は っ きり し な いと 議論 し て 終わ っ て し まう 。 永野 さん が 言わ れ た よ 
うに 第 1 部 会 の 結論 を 、 実 践 に 向かっ て どう する か 、 予算 を どう する か と 
いっ た 議論 が 出 て くる だ ろう 。 事務 費 は 別 と し て も 。 私 も まだ 分 か ら な い 
が 。 作業 部 会 か ら 提言 され た こと を RT で どう 考え て 、 ど う 実践 する か ま 
で も っ て いか な いと RT の 意味 が な い 。 


岩渕 本 来 は 、RT の メン バー が 岩手 の 振興 、 い ろ ん な 分 野 が あっ て 、 こ うい 
う 方 向 で 行こ うと RT で 決め て 、 そ れ に 対し て 作業 部 会 が アク ショ ンプ ラ 
ン を 作る も の だ と 思う が 、 実 態 が そう な っ て いな い 。 作業 部 会 が 何 を どう 
し た らい いか 、 ど こま で 議論 し て 、 ど う 実 現さ れる の か 、 議 論 で 終わ ら な 
いか 心配 し て いる 。 

中 村 RT の 方 か ら 問題 提起 する と いう こと か 。 


岩渕 そもそも 5 つの 作業 部 会 が で きた の は 、 最 初 の R T の 議論 で 岩手 の 重要 
な 5 つの 課題 、 テ ー マ が 出 て きた 。 こ れ に 対応 し て 人 を 組織 し た 。 


中 村 そろ そろ 、 そ の 答え が 出 て き て 、R T で どう いう 方 向 に 進む か に 持っ て 
いく べき と いう こと か 。 


岩渕 例え ば 、 実 際 に 動 こ うと する と 、 誰 が 負担 する ん で すか まで くる 。 手持 
ち で 動け な く な る と 、 誰 が 負担 する か と 言う 話 が いっ ぱい 出 て き て いる 。 


藤井 私 は 設立 当初 の メン バー で は な い が 、 資 料 を 見 る と 、 か な り 熱 の こも っ 
た 表現 で ある 。 3 年 た っ て 困難 な 面 が 見 えて きた 。 実践 する た め に は 予算 が 
必要 で あり 、 推 進 す る た め の 裏 づけ が 見 えな い 。 


知事 頑張 ろう 岩手 緊急 アビ ピール と か 、 買 う なら 岩手 の も の 推進 運動 と か 、 岩 
手 宮 城内 陸地 震 、 世界 遺産 登録 の 延期 と か 、 原油 高 な ど で 大 変 に な っ た が 、 
機構 は 、 県 民 全 体 が 、 ど うい う 方 向 に 進む べき か 、 的 確 に メッ セー ジ を 出 
せ た 。 ア 買う な ら 岩手 の も の 推進 運動 で は 、 ア クシ ョ ンプ ラン を 作り 、 キ 
ャ ラバ ン 運動 も 商工 会 議 所 が や っ て く れ た 。 産 学 官 連 携 で 岩手 全体 を カバ 


ー す る 機構 の 意義 も 発揮 され た 。 国 へ の 提言 も 大 事 。 も と も と 危機 に 対応 
する た め の 機 構 な の で 、 そ こ で 威力 を 発揮 し て いる 。 

各 主 体 が 何 を すべ きか 分 か っ て いて も 、 互 い に 確 か め 合 っ て 、 共 同 宣言 
を 出す こと に 意義 が ある 。 マス コミ が 取り 上 げ 全 県 に 浸透 する 。 い か に 人 危 
機 意識 を 持っ て や る か 。 各 作業 部 会 が 立派 な 成果 を 上 げ て いる 。 何 を し た 
らい いか 分 か ら な い 時 は 、1 年 と 区 切っ て 成果 を 出す 。 で きる だ け 危 機 的 な 
課題 に 取り 組め ば 成果 が 出る 。 


永野 第 1 作業 部 会 は 、 第 2 の 領海 侵犯 を し て いる 。 関東 自動 車 の 研究 所 も 仙 
台 に 本 所 を 置き 、 岩 手 に 支所 を 置く 構想 だ っ た 。 岩 手 に 本 所 を 置く よう 内 
村 会 長 に 話し た 。 当初 の 20 人 が 50 人 に な っ た 。 御 殿 場 に は 600 人 いた が 、 
こち ら に 移っ て き て いる 。I RC の 問題 に つい て も 、 経 団 連 の 会 長 や 日 商 
の 奥村 会 頭 に も 話し を し て お り 、 財 界 の 応援 も お 願い し て ある 。 


岩渕 下 の メ ン バ ー に は 、 そ れ が 伝わっ て いな い 。 お 互い の 議論 が 必要 だ 。 


永野 それ は ある 。 


岩渕 RT メン バー に 事務 局 会 議 に 来 て も ら っ て 、 意 見 交換 を する こと も いい 。 


永野 皆さん の 苦労 は 分 か る 。 毎 回 、 会 合 も で き ない 。 こ うい う 機会 に 率直 な 
話 を し た い 。 事務 局 体制 の 問題 は 、 お 金 が な いか ら 活動 で き な い と すれ ば 、 
未来 づく り に 直 同 する 各 団体 か ら 3 て 5 万 円 浄 財 を 集め て も いい 。 大 胆 に 言 
えば で す よ 。 県 、 銀 行 、 大 学 だ け で な く 、 い ろ ん な 考え て いる 個人 、 団 体 
が いる 。「 希望 卿 いわ て 」 を 作る た め に 、 お 金 も 出 す が 口 も 出す と いう こと 
で も いい 。 


知事 RT メン バー は 、 岩 手 を 代表 する 有識者 、 賢 人 で ある と 同時 に 、 組 織 人 で 
ある 。 今後 の 方 向 性 に つい て 、 企 画 委員 会 は 、RT メンバー と 一 心 同体 。 
資料 で は 、RT が 企画 委員 会 か ら 新規 事業 や 検討 ケッ ケ な どの 提案 を 受け 方 
向 性 を 決定 する と ある が 、RT を 頻繁 に 開催 で き な く て も 、RT が 本 来 や る 
よう な こと を 和 度 し て 、 意 を 体 し て 企画 委員 会 が や る 。 ボ ト ム ア ッ プ と い 
うこ と で は な く 、 一 つの 体 の よう に 動け ば いい 。 い いこ と を 同時 に 考え て 
思い つく 関係 に ある 。 互い に 対立 し た り 、 議 論 す る の は 、 右 手 と 左手 が け 
ん か する よう に な る の で 、 機 構 が 一 つの 体 の よう に 動け ば いい 。 


谷村 私 共 と 全国 に 同じ よう な 会 社 が 1 2 ある が 、 共 同 出資 し た シス テム 会 社 
が 3 、4 ある 。 し ょ っ ちゅ う 集 まれ な い の で 、 コ ミッ ティ ー を つく り 、 そ 
の 下 に ワー キン グ が ある 。 そう いう 意味 で 、 2 年 た っ て 、 こう いう ライ メー ジ 
図 で や っ て いき た いと いう の は 理解 で きる 。 機能 する の で は な いか 。 い つ 
も RT は で き な い の で 、 必 要 な 時 に RT メン バー が 企画 委員 会 に 出れ ば いい 。 


永野 RT と 作業 部 会 の 話し 合い が 大 切 だ 。 私 の と ころ に 稲垣 部 長 、 松 本 が き て 
話 を すれ ば RT 全体 と の 普 歯 は き た さ な い 。 各部 会 が 関係 の RT と し っ か り 
コミ ュ ニ ケー ショ ン を と っ て も ら う と いい 。 


岩渕 時 間 が 来 た の で 。 会員 に 対す る 啓蒙 活動 と し て 情報 が 伝わっ て いな い 。 
その 辺 を 来年 の 総会 に 向け て 、 第 2 ステ ー ジ を どう し て 行く か 、 次 回 の RT 
で 今後 の あり 方 を 継続 審議 を お 願い し た い 。 次 の RT で 提案 し 、 そ の 後 、 総 


会 に 放り た い 。 


5 その 他 
阿部 調整 監 
① 前 経済 産業 省 事 務 次 官 の 北 畑 隆生 氏 を 機構 の アド バイ ザー に 依頼 し た い 
の で 承認 願い た い 。 
② 次 回 の RT は 、 平 成 23 年 1 月 31 日 ( 月 ) 午後 3 時 より 、 県 店 で 開催 す 
る 。 


